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モンテカルロすごろく 
――― 平均・分散概念習得のための教育用素材として ――― 
 
Monte Carlo SUGOROKU 














A. 「1」～「6」の目のどれかを予想し、当たったら 10 ます前進、はずれたら１ます後退。 
B. 「1 or 6」,「3 or 4」,「2 or 5」のどれかを予想し、当たったら 5 ます前進、はずれた
ら１ます後退。 
C. 偶数, 奇数のどちらかを予想し、当たったら 3 ます前進、はずれたら１ます後退。 
 
ル－ル II. 











補足１：「A. 10 ます前進と１ます後退」を「A. 11 ます前進と１ます後退」とすると




「戦略 A」,「戦略 B」,「戦略 C」 をとりつづけたときのそれぞれで n 回めまでに ゴー
ルに達している確率/失格している確率を計算すると以下のようになる。. 
 
 n   「戦略 A」の場合  「戦略 B」の場合  「戦略 C」の場合 
 50      3%/23%            1%/3%             0%/0% 
 60      7%/24%            4%/3%             1%/0% 
 70     13%/24%           12%/3%             4%/0% 
 80     19%/24%           25%/3%            16%/0% 
 90     27%/24%           38%/3%            32%/0% 
100     34%/24%           52%/3%            55%/0% 
110     41%/24%           67%/3%            71%/0% 
 






D. 「1」～「6」の目のいずれか出ないと思う目を予想し、その目が出たら 10 ます後退、
それ以外３ます前進。 
 
も選択肢に加えるともっと面白くなる。これも「1」～「6」の目のいずれか出ないと思っ
た目が出たら９ます後退、それ以外３ます前進の方が美しいが、上記の形の方が覚えやす
い。 
  
 
